
詳細は
こちら！

詳細は
こちら！

「アートコミュニケーターに応募する動機と、その背景になっているあなたにとって重要な体験について」述べてください。
美術館での体験でなくても構いません。

[書式] A4用紙片面1枚にまとめてください。
記載様式は自由ですが、2枚目以降の記載や、裏面への記載、規格外の用紙の使用は選考対象となりません。
また、ご自身で用意した用紙を使用する際は、必ず氏名を記入してください。

会議が変われば社会が変わる （2023年7月1日開催）

2022年に実施した月見台丸の「林武史さんと月見台を楽しむ会」。

その時、参加した「～ながラー」はみんな林武史さんの作品の魅力と

作者の人柄に惹かれていました。2023年の「林 武史 《石間》安藤基

金コレクションから」で《石間》が展示されると知った「～ながラー」は

《立つ人ー月見台》と《石間》を多くの人に楽しんでもらいたい、参加

者と舟のメンバーが感じたことを自由に表現することを楽しむ、そう

いう特別な時間を共有できたらいいなという思いからイベントを企

画・実施しました。参加者の方と共に《石間》に触る・乗る体験をした

り、五感を使って《石間》と《立つ人－月見台》作品の比較をしたりし

ました。「～ながラー」は「参加者のみなさんが触れた時の反応や感

想はIshi丸メンバーの私たちにとって大変嬉しく、これまでの何度も

重ねてきたミーティング等の道のりを思い出し報われたひと時でし

た。」と感慨深く語りました。

詳細は
こちら！

地域資源と「～ながラー」 （2023年8月～2024年1月開催、全7回）

基礎ゼミで学んだアートコミュニケーターとしての心構えを意識しつつ、多様な

背景をもつ来館者に美術館を楽しんでもらうための手法を、実践を交えながら学

ぶゼミでは、岐阜市を中心に展開されるアートプロジェクト「こよみのよぶね」を

通して、「地域資源」について想いを巡らせました。日比野館長から「こよみのよぶ

ね」について話を聞いた「～ながラー」は「干支行灯制作チーム」「こよみっけ!!場

づくりチーム」「広報チーム」に分かれ、時にはチームの垣根を越え、連携しながら

活動を進めました。活動した「～ながラー」は、「『～ながラー』が実際にコミュニ

ケーションしながら体験を共有することで、『～ながラー』の魅力も『こよみのよぶ

ね』も両方知ってもらうような活動をしていけたらいいなと思います。」とふりかえ

りました。

福井県立美術館ボランティアと楽しむアートツアー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年11月23日実施開催）

2021年に福井県と岐阜県の連携事業で福井県立美術館で開催された「ももきねの

美 清流の旅　～日本画の巨匠と陶芸の人間国宝～　岐阜県美術館名品展」の関

連イベントとして、アートコミュニケーター「～ながラー」が県外遠征し、日比野克彦

アートコミュニケーション作品《Such Such Such》を福井県立美術館ボランティア

と実施しました。今回のアートツアーでは福井県立美術館のボランティアが岐阜県

美術館に来館し、「～ながラー」と協同して「越山若水が育んだ美－福井県立美術

館・若狭歴史博物館名品展－」の展示作品を対象にイベントを行いました。遠方に住

む福井県立美術館ボランティアと「～ながラー」が来館者に《Such Such Such》を

楽しんでもらうために複数回のオンラインミーティングを重ね、準備を進めました。

当日も福井県立美術館ボランティアと「～ながラー」が協力し、ファシリテーターやタ

イムキーパーなどを担当しながら運営を進めました。他館で活動するボランティアと

共にイベントを運営していく姿は、3年の任期を終えた後も「湊カラー」として、社会

とアートをつなぐ担い手になる。そんな姿を想像させるようでもありました。

※「湊カラー」とは、3年間の「～ながラー」の活動を生かしながら、任期満了後の日常社会の中でアートを通して多
様な人々と交流することを期待し、日比野館長が命名したアートコミュニケーターのことです。

お問い合わせ
〒500-8368 岐阜市宇佐4-1-22
Tel／058-271-1314　Fax／058-271-1315
https://kenbi.pref.gifu.lg.jp/

《立つ人－月見台》五感を使って鑑賞しよう〈Ishi丸〉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2023年11月12日開催）

ふりかえりながラー 2023

家族会議から国際会議まで幅広い会議の場でファシリテーターとし

て活躍している青木将幸さんにご登壇いただき、チームで活動を進

めていくとき、一人ひとりが主体的に関わる直接的な話し合いが重

要なことや、ミーティングの理想的なスタイルや具体的な手法を実践

的に学びました。今回のゼミでは、ミーティングを始める前のウォーミ

ングアップから始まり、「問い」を考える課題ではアートコミュニケー

ターならではの問いから、相手のことをさらに深く知る問いまで、

様々な問いを考えました。今後「～ながラー」の活動でミーティングや

対話を繰り返す中でアイディアが生まれやすい関係をみんなで意識

していける、そう思えるゼミになりました。

アートコミュニケーション事業の活動をピックアップして報告します！

講師の
青木将幸さん

林 武史さんの
《立つ人ー月見台》を
五感を使って鑑賞 

◁ 「　　　　　」の活動公開中！

岐阜県美術館の基本理念は「美とふれあい、美と会話し、美を楽しむ」です。

美術館を、作品を鑑賞するだけでなく、地域性を発信し人々の交流を通して、

多彩なかたちでアートを体験する場として、

美の楽しみ方を生み出していきます。

～ながラーが 《この舟のろう方式》 で企画・制作した、
オンラインで楽しめるコンテンツを公開中！
美術館に対する思いや工夫が込められています。

アートを通して生まれるコミュニケーションを大切にして、

岐阜に生きる人やテーマと結びつきながら、

美術館を拠点に人と人、人と作品、人と文化をつないでいく存在です。

多様なバックグラウンドを持つ「～ながラー」が、新たな価値観や関係を社会にひろげていきます。

愛称「～ながラー」には、「～しながら」と、

氏名

③ 課題
アートコ

ミュニ
ケーター

① 応募用紙

※ペンまたはボールペン（黒）を使用し、楷書で正確に記入してください。（フリクションなど消えるペンの使用は不可）
※一度提出された応募用紙は返却しません。
※ご記入いただいた個人情報は、アートコミュニケーターの選考・運営に関すること以外には一切使用しません。 　　　　年      月      日現在

氏名

フリガナ

住所（〒　　　　ー　　　　　　）

生年月日 西暦　　　　　　　　年　　　　　月　　　　　日生  （　　　　　　歳）

連絡先 電話番号（携帯） 電話番号（自宅）

メールアドレス（PC）

18歳未満の方は、保護者の方が同意の署名をしてください。

アートコミュニケーター「～ながラー」への参加に同意します。
保護者氏名

◆これまでの活動や、学歴・職歴、資格などをご記入ください。

期間（西暦） 活動、学歴・職歴など

◆あなたの興味・関心・経験などから、あなたをかたちづくる5つのキーワードを教えてください。

資格など

◆2次選考希望日を2月7日（金）、2月8日（土）、2月9日（日） からお選びください。
     詳細は、１次選考結果通知の際にお知らせします。所要時間は１時間程度を予定しています。

2月　　日（　　）　午前・午後 2月　　日（　　）　午前・午後 2月　　日（　　）　午前・午後
第１希望 第3希望

◆アートコミュニケーターの活動で、特に興味のある内容を1つ選んで◯をつけてください。

◆岐阜県美術館ウェブサイト「アートコミュニケ―ター」のページを見て、印象に残った内容や活動について教えてください。

「この舟のろう方式」による自主的な企画

美術館の所蔵品を活かしたワークショップ アートやコミュニケーションに関するゼミ（講座）

地域に展開・発信していくプロジェクト

その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

年　　　月　～

顔写真
4 c m×3 c m

※裏面に名前を記載

第2希望

② 返信用封筒 定型封筒（長形3号）に110円切手を貼付の上、宛先欄に応募者の郵便番号、住所、氏名を明記してください。
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2025年度 岐阜県美術館アートコミュニケーター ～ながラー

〔 確認事項 〕下記をご確認いただけましたら、チェックを入れてください。
□ インターネットにアクセスでき、パソコンなどでのメール送受信やweb会議ツール（Zoom）の使用が可能です。

ぜひご覧ください！

とは

岐阜に流れる「長良」川の二つの意味が込められています。

岐  県美術館からのメッセージ

【 2023（令和5）年度活動報告 】
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② 返信用封筒 定型封筒（長形3号）に110円切手を貼付の上、宛先欄に応募者の郵便番号、住所、氏名を明記してください。

年　　　月　～

年　　　月　～

年　　　月　～

年　　　月

年　　　月

年　　　月

年　　　月

2025年度 岐阜県美術館アートコミュニケーター ～ながラー

〔 確認事項 〕下記をご確認いただけましたら、チェックを入れてください。
□ インターネットにアクセスでき、パソコンなどでのメール送受信やweb会議ツール（Zoom）の使用が可能です。

ぜひご覧ください！

とは

岐阜に流れる「長良」川の二つの意味が込められています。

岐  県美術館からのメッセージ

【 2023（令和5）年度活動報告 】

基礎ゼミ 実践ゼミ

他館との協同この舟のろう方式

詳細は
こちら！

広報チームの
「～ながラー」

福井県立美術館
ボランティアと「～ながラー」
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